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『㎜．塩気地区における道路整備にともなう立地保全・

　　　法面植生の保全と復元に関する植生学的考察

　　　Vegetationskundliche　Grunds註tze　fhr　die　Erhaltung

　　　des　Standortes，　f茸r　den　Schutz　und　die　Neuschaffung

　　　der　Hangvege毛ation　bei　der　SanieruRg　der　Bergstra8e

　　　im　Bezirk　Enna．

　塩那道路は海抜540mのブナクラス域（夏緑広葉樹林帯）の下端部から福島県との県境にあた

る海抜！，800mのコケモモートウヒクラス域（亜高山帯）に至っている。総延長約54kmに達する

塩那道路は，沿線の大部分がブナ林（コカンスゲーブナ群落），シラビソーコメツが林（シラビ

ソーオオシラビソ群集）など自然植生によって占められている。

　10余年前に自衛隊の協力によって始められた塩那道路は，造成工事の際に，切り取り斜面，土

砂の谷への投棄，盛土斜面など直接間接に立地の改変や植生の破壊を生じさせた。その後，時間

の経過にともなった立地の安定と植生復元，さらに部分的な植栽工事が実施されており，局地的

には修復が行なわれているところもある。

鍵蟹

Fig．33塩那道路塩原側の眺望。白くむき出された山肌は景観要素としても

　　　　マイナスである。

　Das　verwundete　Gelande　an　der　Enna－BergstraBe，　Ausblick　von　Shiobara．
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　　Fig．34　台風により寸断された塩那道路（海抜1，200鵬）。

Durch　Taifun　Streckenwe｝se　zerst6rte　Enna・Bergstraβe（1，200　m茸．　NN）．

　しかし，道路保全工事とくに立地保全のための緑の環境創造が，植生学的基礎調査や，その処

方箋によっての樹種の選択，植栽方法が行なわれていないため，必ずしも成功しているとはいえ

ない。

　塩那道路沿線は，約12年間に先駆植生としての草本，低木類が順次自然に侵入，生育し植生が

回復してきているところも少なくない。道路法面緑化に際しては，その土地本来の潜在自然植生

を把握して崩壊に耐えうる樹種を選定し，立地に応じた植栽法が必要である。緑の環境の回復・
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腰｛警霧照覧・

　ぴも欝、’

　　、　穿

　Fig．35　ハイマツ林を貫く塩那道路。コケモモーートウヒクラス域では植生の回復

　　　　　は非常に遅い（海抜約1，800m）。

Die　EnHa－Bergstra島e　dr｝ngt　bis　in　das　1）加㍑∫ρz‘〃漉α一Krummholz　vor　und　durchschneidet

es（h6chsteLagebeil，800m江NN）．　LnGebietder　Vaccinio－Picetea　geht　die

Regeneration　der　VegetatiQn　sehr　langsam　vonstatten．

創造に対しては，土砂崩壊のひどい地域では崩壊を止め，土砂の動きを止める土木工事的な対策

があわせて行なわれることが前提とされる。

　前述のように懇懇道路は2っの植生帯にまたがっている。特に，亜高山帯のロケモモートウヒ

クラス域は冬季にはかなりの積雪と強い北西の季節風が卓越する，気候的に厳しい環境となって

いる。また，崩壊法面は小～大角礫が堆積しており，道路沿いに裸地化しているところでは表土

が流失している。表土の保全が道路工事の際に重要であることを示している。表土を新たに客土

するには費用と手間が要求される。気候的，土地的に最も不安定なコケモモートウヒクラス域の

緑化計画にあたっては，土木的には土砂の動きを止め，表土の保全，回復をまず十分に行う。生

態学的には厳しい立地環境に耐える樹種の厳密な選定が，潜在自然植生の許容範囲内で慎重に行

われねぽならない。現在路側に植栽されているエニシダのような外来の植物では，緑化はもとよ

り，立地保全の役割を果すことは困難である。現在まで植生調査された結果では，塩那道路沿い

のコケモモートウヒクラス域ではダケカンバやヤハズハンノキが不安定立地に耐える種であるこ

とが見出されている。

　ブナクラス域はコケモモートウヒクラス域よりも気候的環境が緩和される。したがって，粗朶
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　　　　　Fig．36　ブナクラス域における道路沿いの保全林形成の一例

Beispiel　f荘r　einen　Schutzwald　entlang　der　StraBe　im　Gebiet　der　Fagetea　crenatae

al自然林（コカンスゲーブナ群落）

　Na翻三che　W琶lder（Cαr8∬θ∫ノz泌㎏μ∫6ノ初～αオπ一Gesellschaft）

b：森林植褒（ブナ，ミズナラ，リョウブ，コハウチワカエデ他）

　Arten　des　Wald－Vegetation（命g忍∫θぞ顧α，　Q㍑61℃κ5フノ’o刀g砒αvar．　g7℃∬8∫81フu彦α，

　α鋤ノuゐαブ伽6ノ層廊，ん8ノ’漉うoZご加ノ〃〃Zu．a）

c：マント群落（ヤシャブシ，バッコヤナギ，ニシキウツギ他）

　Mantelgesellchaften（A♂ノzz4∫声rノπα，5α傭加蔽。，　W8∫gぬ46cαu　u．　a．）

d：ソデ群落（ヤマハハシコ，ヒメノガリヤス，アキノリソソウ，フキ他）

　Saumgesellschaften（Aπ＠11αZ∫∫〃zαノ9α’ゼオαcθごz　var。ζzη9π∫距。アー，　CαZα〃～α9ノ・05百∫ゐαん。ノ～θπ3総，

　5・鋸α90η’1月9α耀αvar．α5ゴα眈αU．　a．）

e：道路　AutostraBe

などを使って土砂の移動を止め，表土を復元して立地本来の潜在自然植生を基礎とした樹種を選

定し，生態学的な処方にしたがって幼苗を密植すれぽ，植栽後の生長，立地の安定化はコケモモ

ートウヒクラス域よりも確実に，しかも速かに進行することが期待される。ブナクラス域の崩壊

法面には，現在ヤシャブシが植栽，または二次的に生育して一時的に土砂崩壊を防いでいる。し

かし，ヤシャブシは不安定立地に先駆的に生育する種であり，外力に対する抵抗性が十分でない。
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立地保全に足る，その土地本来の安定した植物群落を形成するには長い時間を必要とする。立地

保全には，十分な現地における広域植生調査を行ない総合的に，その土地に最も適した植生であ

る潜在自然植生を判定する。潜在自然植生を立地保全，郷土の：景観形成の基礎として，緑の復元，

緑の環境創造を進めることが最も適確で，経済的かつ能率的な方法である。したがって，表土の

流失が激しい立地でぱ表土の保全，復元を積極的に行ない，潜在自然植生の構成種の導入を計る

ことが望まれる。
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　　　　摘　　　要

JapaRische　Zusamme㎡assung

　栃木県北部の山岳地帯を：貫く，通称塩那道路と呼ばれる山岳道路とその周辺域の植生調査が行

なわれた。調査対象地域はブナクラス域下部（560m）からコケモモートウヒクラス域（エ，800斑）

にいたる，標高的に範囲の広い地域である。塩那道路周辺域の植生の特性として以下のことが指

摘される。

1．太平洋側気候と日本海側気候の境界領域にあり，海抜高度が高くなるにしたがって，オオバ

　クロモジ，ムラサキヤシオ，マルバマンサクなど日本海要素の種が増える傾向がみられる。ブ

　ナ林は林床にチシマザサが優占し，チシマザサーブナ群団にまとめられる。チシマザサーブナ

　群団の標徴種群の多くを欠く。しかしスズダケーブナ群団の標徴種は，さらに少ない。したが

　って，チシマザサーブナ群団の境界付近に位置し，両群団の中間的な特徴をもっている。

2．箒川や那珂川の川沿い斜面（500－900m）に点在しているモミーコナラ林；クリーコナラ群

　集，アブラツツツジーアカシデ群落は，ササーブナオーダー域の下部に生育する自然生の夏緑

　広葉樹林；イヌシデーコナラ群団の生育の存在を裏付けており，人為的影響により広がってい

　るクヌギーコナラ群集，クリーコナラ群集など夏緑二次林の本来の生育地として興味深い。

3．　コケモモートウヒクラス域は大部分がシラビソーオオシラビソ群集コメツガ群落など針葉

　樹林や，その代償のチシマザサーダケカンバ群落によって占められる。しかし，風衝の強い稜

　線には，多雪地に特有のミヤマナラ群集や，いわφる高山帯に生育の中心をもつハイマツ林が

　生育している。尾根筋には日本海側の針葉樹林であるアカミノイヌツゲークロベ群集が生育し

　ている。

　　その他，地域的に特徴的な植生としてアスナロ群落があげられる。今回植生調査の結果区分

　された植生単位は以下の通りである。

　1．　ブナクラス

　　　　シオジーハルニレオ門ダP

　　　　　サワグルミ群団

　　　　　　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　　　　ハルニレ群団

　　　　　　ノ、ノレニレ君羊落

　　　　ササーブナオーダー

　　　　　チシマザサーブナ群団

　　　　　　コカンスゲーブナ群落

　　　　　　アスナロ群落



　　　　　チシマザサーダケカソバ群落

　　　　　ナナカマドーミネザクラ群落

　　　　　ホツツジーシμヤシオ群落

　　　コナラーミズナラオーダー

　　　　ケヤキ群団

　　　　　ケヤキ群落

　　　　イヌシデーコナラ群団

　　　　　クリーコナラ群集

　　　　　アブラツツジーアカシデ群落

　　　　　タリーミズナラ群集

　　　　アカマツ群団

　　　　　ヒメコマツ群落

　　　　ウラジロヨウラクーミヤマナラ群団

　　　　　ミヤマナラ群集

　　　　　ウシノケグサーロメツツジ群落

2．　オノエヤナギクラス

　　　ヤシャブシーコゴメヤナギ平門ダー

　　　　フサザクラ群団

　　　　　タマアジサイーフサザクラ群集

3．　クラス，オーダー未決定

　　　　クサギーア早見ガシワ群団

　　　　　クサギ群落

4．　クラス未決定

　　　タニウツギーヤシャブシオーダー

　　　　ニシキウツギーヤシャブシ群団

　　　　　ニシキウツギー・ミヤマヤシャブシ群集

　　　　　ネコシデーヤハズハンノキ群落

5，　ノイバラクラス

　　　トコロークズオーダー

　　　　ミヤママタタビーヤマブドウ群団

　　　　　サンカクヅルーサルナシ群集

　　　　　クマヤナギ群落

6．　コケモモートウヒクラス

　　　シラビソートウヒオーダー
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　　　　シラビソートウヒ群団

　　　　　シラビソー総掘シラビソ群集

　　　　　コメツガ群落

　　　　シャクナゲークロベ群団

　　　　　アカミノイヌツゲークロベ群集

7．　オニシモツケーオ総隈モギクラス

　　　オニシモツケーオオヨモギオーダ・一

　　　　オオヨモギーオオイタドリ群団

　　　　　アカソーオオヨモギ群集

　　　　　ヒトツバヨモギ群落

　　　　　テンニンソウ群落

8．　ススキクラス

　　　ススキオーダー

　　　　トダシバーススキ群団

　　　　　アズマネザサーススキ群集

　　　　　メドハギーススキ群落

9．　ヨモギクラス

　　　ヨモギオーダー

　　　　ミズヒキードクダミ群団

　　　　　ヒゴクサーハナタデ群落

　　　　群団未決定

　　　　　アカショウマーフキ群落

10．　クラス未決定

　　　オオバコオーダF

　　　　ミチヤナギ群団

　　　　　カワラスゲーオオバコ群集

　　　　　クサイ群落

11．　上級単位朱決定の群落

　　　　　クマイチゴーダケカンバ群落

　　　　　モミジイチゴ群落

　　　　　ミヤマニガイチゴ群落

　　　　　クマイチゴ群落

　　　　　クロヅル群落

　　　　　チシマザサ群落
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　　　　　　クマイザサ群落

　　　　　　ヒメノガリヤス群落

　　　　　　ヤマハハコ群落

　　　　　　クルマバハグマ群落

！2．　その他

　　　　　カラマツ植林

　　　　　スギ植林

　　　　　タマアジサイ群落（植栽）

　以上明らかにされた植生単位を基礎に塩那道路周辺の現存植生図（1：25，000）ならびに潜在

自然植生図（！：25，000）が作製された。また，それらの比較により塩那道路周辺域は高い自然

度をもつ地域であることが評価された。あわせて塩那道路およびその周辺に対する自然環境の保

全，管理，潜在自然植生を基礎とした環境保全林形成についての生態学的な提案が行なわれた。
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Zusammenfassung

　　Eine　vegetationskuRdliche　Un£ersuchung　w疑rde廿ber　die　BergstraBe‘‘E無nastra8e”ulld

ihre　Umgebu皿g　im　Nordte圭1　der　Prafek亀ur　Tochigi　durchgef養hrt．　Die　untersuchten　Gebiete

liegen　im　Fagetea　crenatae－Geb三et　und　im　Vaccinio　Piceetea－Gebiet　und

reichen　von　560m　bis　1，800m　a。　NN．　Auf　Grund　unserer　im　Gelande　gewonnenen　Fors－

chungsergebnisse　weisen　wir　auf　folge簸de　E圭genschafte豆der　Vegetation　des　Gebietes　der

Enna－BergstraBe　hi登：

　　1．Die　Umgebung　der　Enna－BergestraBe　liegt　im　Grenzbereich　der　Ki玉mate　des　Pazifiks

und　des　Japanischen　Meeres．　Mit　zunehme鷺der　Meeresh6he　nehmen　die　Arten　des　soge一

泊annten　Japan－Meer－Elementes　wie　L功面・α魏66Z傭αvar．駕励rαπα6θα，　Rho4∂漉η4プ。π

召Z伽。漉，魚賜α癩f5ブ砂。沈αvar．　o伽5αund　a無dere　Arten　zu．　In乃gπ36プ伽’α一W銭ldern

l〕eherrscht　5α∫αんz〃ゼZθアz5ゴ5　die　Strauchschicht；dazu　tritt　Hごzηzαηz6距5ノ砂。πゴ。α　var．　o動z65α．

Esfehlenandere　Verba簸ds－Kenaarten　des　Saso　kurilensis－Fagion　crenatae．

AndererseitstretenkaumdieKennartendesSasamorpho－Fagion　cτenatae　auf．

Damitwerden　dieseWalderdem　Saso－Fagion　crenatae　zugeordnet．

　　2．An　den　Berghange漁（500－900m銭．　NN）entla塾g　der　Fl嚢sse　Hokigawa　und　Nakagawa

kommen　zerstreut　A傭嘉暦α一Qπθ膨556プ磁α一Walder　vor，　sie　bilde捻das　Castaneo－

Querce重um　serratae．　Dieses，　die．翫ん∫α漉勧55μ65θ∬漉5・Cαψカ2％5　Z⑳卯。プα・Gesellschaft

und　weitere，　in　a簸deren　Gebieten　vorkommende　Gesellsc｝1aften，　geh6re捻als　C　a　r　p　i　n　i　o－

Que芸cioII　serrataeindieOrdnungSaso－Fagetalia　cre．natae．　Som磁erg貰甑e

Faliaubwalder　kommen　i登der　C　a　m　e　i　l　i　e　t　e　a・Stufe獄ur　als　Sekund装rwalder　nach　mens・

chlichenEingriffenvor（z．Bdas　Quercetum　acutissimo－serratae）u篇dsind

heute　dort　we呈t　verbreitet．　Die　sie　aufbauenden　Arten　habe箆，　wie　durch　unsere　Stud玉en

bewiesen　wird，　ihre　Heimat　in　der　un毛ereR　Fagetalia－Stufe．

　　3．Im　Vaccinio－Piceetea－Gebiet玉n　Enna廿ber　1，500m廿．N．N．wachsen　heu七e　das

Abietet穫m　veitch玉。－mariesii，　die　7秘g・α4勿6r3ヴ70プα一Gesellschaft　und　andere

Nadelholzw装1der，　sow圭e　als　deren　Ersatzgesellschaften　d呈e　5α5α々麗プだ6η5∫5－Bθ砲Zα8r賜α7漉一

Gesellschaft．　F薮r　den　Bereich　der　Wachten　mit　gle1£endem　Sch簸ee　ist　das　N　a　n　o　q　u　e　r－

cetumcharakteristisch。　Auch　greift　hier　P∫鰍5勿砺Zα一Krumlnholz，　das　seinen　Schwerpunkt

in　der　subalpi嶽en　S£ufe　der　Japanischen　Alpen　hat，　a登Sonderstandor£en　weiter　hinunter．

Auf　den　schmaleR　R銭cken　w註chst　sparlich　linien・oder　schla蹴genartig　das　Ilici－Thujetum

standishii．　Auch　ko田mt　im　studierteロGebiet　die　2腕鰐’gρ5歪540Zα6ブα‘α一Gesellschaft
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vor．　Folgende　Vegetationse圭nheiten　sind　be三unseren　VegetatioRsfoτschungen　erfa8t　worden；

1．

FageteacrenataeMiyawaki，OhbaetMurase1964
　　Fraxino－Ulmetalia　Suz．一Tok．1967

　　　Pもerocaryion　rhoifoliae　Miyawaki，OhbaetMurase　1964

　　　　　Polysticho－Pterocaryetum　Suz．一Tok。etal．1956

　　　Ul磁ion　davidianaeSuz．・Tok．1954

　　　　　α溺麗5ノ砂。疵6α一Gesellschaft

　　Saso－Fagetalia　crena£aeSuz．一Tok　1966

　　　　Saso　kurilensis－Fagion　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　　　　Cα紹⑳γ8勿ゼ∫一施g％3σrθπα’α一Gesellschaft

　　　　　　賜鰐吻52540Zα62一α診α一Geselischaft

　　　　　585α　ん㍑f∬8π5ゴ5一β6’麗♂α　6r〃¢βη露一Gesellschaft

　　　　　soプ伽560解卿謡’α一Pプ襯祝∫πψρo痂。α一Gesellschaft

　　　　　　T〆ψθ’αZθ乞αρα疵6％♂α孟α”Rho40融π4プ。πg鋭πgz6θプbZ伽5－Gesellschaft

　　Quercetaiia　serrato・grosseserratae　Miyawakietal．1971

　　　　ZeIkovion　serratae　Miyawakietal，1977

　　　　　　ゐZ々。むα5θ1γα孟α一Gesellschaft

　　　　Carpinio－Quercionserra宅aeMiyawak玉etaL　1971

　　　　　　Castaneo・Quercetum　serrataeOkutomi，TsujietKodaira1976

　　　　　　山々ゴαπ〃砒55zめ5θ55πぽ5－Cα々）勿㍑5　Zα¢壇。プα・Geseilscha丘

　　　　　　Castaneo－Quercetum　crispulaeHorikawaetSasak：i1959

　　　　Pinion　densifloraeSuz．一Tok．1966

　　　　　　P伽5加プむ魂。アη一Gesellschaft

　　　　Menziesio－Quercion　Mlyawakietal．1968

　　　　　　NanoquercetumSuz．一Tok　1954

　　　　　　盈5如6αoη勿α・Rん。ゐゐπ4プ。π渉∬乃。π05山盛Gesellschaft

2． Salicetea　sachalinensisOhba1973

　　Alno－Sahcion　serissaefoliaeOhba1973

　　　Eupteleio鷺polya獄draeMiyawakietaL1977

　　　　　Hydrangeo　involucratae－Eupteleetum　poiyandraeM玉yawak宝

　　　　　et　al．1977

3． Noch　nicht　bestlmmte　Klasse　u．　Ordnung
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Clerodendro－Mallotion　laponicaeOhba1970
　αθ7・o癖7．～47・07z孟7ぜ。ん。’oηz翻z－Gesellschaft

4．　Noch　nicht　1）estemmte　Klasse

　　　　Weigelo－Alnetalia　firmaeOhbaetSugawara！979

　　　　　We量gelo－Alnion　firmaeOhbaSugawara1979

　　　　　　　Weigelo　decorae－Alnetum　hirtellae　Ohba，　Sugawara　et　Ohno

　　　　　　　1978

　　　　　　　Bθ薦Zα60ア＝y♂がb廃α一メLZ7zz657ηα’5z6辮％2一α8－Gesellschaft

5．Rosetea　multiflorae　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　Dioscoreo－Puerarietalia　lobataeOhba1973

　　　　　Actinidio－Vition　coignetiaeMiyawakieta1．1978

　　　　　　　Viti　flexuosae－Actinidiαum　argutaeOhbaetSugawara1980

　　　　　　　Bθ7一読8フ厩α7一α66刀zo5α一Gelellschaft

6，Vaccinio・PiceeteaBr．・Bl．1939

　　　　Abieti－PiceetaliaMiyawakietal．1968

　　　　　Abieti－Piceion　Miyawakietal．1968

　　　　　　　Abietetum　veitchio－mariesiiMaeda1958

　　　　　　　7苫z‘gα4加87－5諺07・α一Gesellschaft

　　　　　Rhododendro－Thujion　standishiiMiyawakietaL1968

　　　　　　　11ici－Thujetum　standishi1　Miyawakieta11968

7．FilipeRdulo－Altemisietea　montanae　Ohba1973

　　　　Filipendulo－ArteInisietalia　montanae　Ohba1973

　　　　　Artemisio－Polygonion　sachalinensis　Miyawakietal．1968

　　　　　　　Boehmerio－Artemisietum　montanae　Miyawakieta1．1968

　　　　　　　丑プ診θηzぢ5麦z77zo／zoメ｝陵yZZα一Gesellschaft

　　　　　　　ゐακo∫α4）彦～一z〃7z　j砂07zゴα〃π一Gesellschaft

8．Miscanthetea　sinensis　MiyawakietOhもa1970

　　　　Miscanthetalia　sinensis　MiyawakietOhba197G

　　　　　Arundinello－Misca航hion　sinensis　Suz．一Tok． et　Abe　1959εx．　Su一
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ganu皿a！970

　　Arundinario　chino－Miscanthetum　sinensisMiyawaki！97！
　　L卸β4θ2α・器πβ傭一醜5・〃2ぬ435ゴフzθノz5云∫一Gesellschaft

9． Artemisietea　principis　MiyawakietOkuda1972

　　Artemisietalia　principis　MiyawakietOkuda！972

　　　　Polygono　filiformis－H：outtuynion　cordat．aeOhba，Sugawaraet

　　　　Ohno　1978

　　　　　　Cα欄ブ・ψ・π蜘一P吻9・ノzπ77り・んz‘∫αゴα脚？τ一Gesellschaft

　　　　Noch　nicht　bestemm亡e　Verband

　　　　　／1脚乃8〃珈ノ～∂8ノニ9ゴぽ一P8オα∫伽5ノψoノ¢ゼ梛∫一Gesellschaft

10． Noch　nicht　bestemmte　Klasse

　　Plantaginetalia　asiaticae　Miyawaki1964

　　　　Polygonion　avicularis　laponicaeMiyawaki1964

　　　　　Car玉ci　incisae－Plantaginetum　asiaticaeTx．1977

　　　　　ん7z‘％∫オθノ．zぬ5－Gesellschaft

1！． Noch　nicht　bestemmte　hbheren　Einheiten

　　　　　Rπ伽507βα‘α8g〃bZ砒5－Bε翔Zα6プηzα1漉一Gesellschaft

　　　　　Rπ伽5ρα伽α伽5var．60ρ哲（ψ勿♂伽5－Gesellschaft

　　　　　Rzめ％5ん。θんη6α7z鰯一Gesellschaft

　　　　　R訪z‘507窃α68ガbあz6∫一Gesellschaft

　　　　　　7》ψ彦θノ＝yg砒解π～98躍一Gesellschaft

　　　　　5σ5α肋プπ碗5ガ5－Gesellschaft

　　　　　　8α5α3672απ87∬∫5－Gesellschaft

　　　　　　CαZα”zα8γo漉5んαん。フ267z5∫∫一Gesellschaft

　　　　　　／1ηψ磁♂ゼ∫η雄7召¶αプ露α08αvaLαノzg㍑5廊07㌦Gesellschaft

　　　　　　P82β妙αガg乞4厩α一Gesellschaft

12． Forsten

　　　　　加プ㍑乃α6吻壷1．・♂・Forst

　　　　　C7．つψ孟・フπθ磁ブ妙・アz∫ごα一Foゴst

　　　　　　理y41wエg8αカzηoZz必‘7一α’α一Gesellschaft
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　　Die　klar　gefaB七en　Vegeta乞ionseinheiten　wurderl　in　Karte無der　realeR　und　der　potentiellen

Rat簸r玉ichen　Vegetat三〇n　im　MaBs亀ab！；2500　dargestellt．　Ein　bewertender　Vergleich　der

beiden　Kar£en　zeigt，　daB　die　Umgebung　der　EnRastraBe　noch　einen　hohen　NatUrlichkeits－

grad　der　Vegetation　besitzt；dieser　muβerhalten　bleiben．

　　Entlang　der　Ennastra13e，　die　nur　ganz　provisorisch　gebaut　worden　ist，　wurde　jedoc｝1

1呈nieH－oder　g茸rtelar宅ig　die　Vegeation　z．　T．　schwer　gest6rt．　Daher　wuτde　auf　Grund

der　vegetationskundlichen　Forschungsergebnisse　ei鷺e　besondere　Karte　der　potent圭elle無

nat茸rlichen　Vegetation　entworfen，　um　AIlweisungen　fUr　die　Erhaltung　und　I）flege　der

nat慧rlichen　Umwdtsch疑tzwalder　zu　geben；es　wurdenδazu　6kologische　Vorschlage　f蓑r　d玉e

Praxis　gemacht．（vgl．　p．84～101，　Fig．30，31，32，36）．
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